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一貫教育校の広場
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ど
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幼
稚
舎
に
は
特
別
書
庫
と
呼
ば
れ
る
一
室
が
あ
り
、
数
種
類
の
特

殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
吉
田
小

五
郎
先
生
が
舎
長
の
時
代
に
始
ま
っ
た
曽
田
文
庫
で
、
福
澤
先
生
や

慶
應
義
塾
に
関
す
る
資
料
が
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
文
学
を
研

究
さ
れ
て
い
た
桑
原
三
郎
先
生
が
昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
に
発
足

さ
せ
た
山
田
文
庫
は
、
福
澤
先
生
の
子
ど
も
向
け
の
著
作
に
加
え
、

明
治
期
か
ら
昭
和
期
の
児
童
文
学
に
関
す
る
貴
重
書
が
中
心
で
す
。

　
特
別
書
庫
に
は
ほ
か
に
も
未
整
理
の
図
書
資
料
が
多
々
収
蔵
さ
れ

て
い
る
た
め
、
幼
稚
舎
で
は
平
成

26
（
２
０
１
４
）
年
度
よ
り
書
庫

の
整
理
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
の

過
程
で
昔
の
幼
稚
舎
生
が
手
に
し

た
本
が
次
々
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
蔵

書
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
幼

稚
舎
創
立
者
和
田
義
郎
先
生
の
蔵

書
印
、
幼
稚
舎
が
三
田
に
あ
っ
た

明
治
期
の
小
学
科
幼
稚
舎
時
代
の
蔵
書
印
、
昭
和
19
年
に
幼
稚
舎
が

疎
開
を
し
た
伊
豆
修
善
寺
の
疎
開
学
園
の
蔵
書
印
等
、
見
つ
か
っ
た

蔵
書
印
は
20
種
近
く
に
及
び
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
は
元
慶
應
義
塾
図
書
館
長
の
田
村
俊
作
名
誉
教

授
に
書
庫
整
理
と
一
連
の
蔵
書
印
調
査
の
監
修
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
吉
田
小
五
郎
著
﹃
稿
本
慶
應
義
塾
幼
稚
舎

史
﹄、
鈴
木
信
弘
編
﹃
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
史
資
料
集
三
田
評
論
編
﹄

を
は
じ
め
、
幼
稚
舎
の
機
関
誌
な
ど
か
ら
﹁
図
書
室
﹂
や
﹁
本
﹂
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
記
事
を
探
し
ま
し
た
。
特
に
卒
業
生
の
臨
場

感
溢
れ
る
図
書
室
や
本
へ
の
思
い
出
が
綴
ら
れ
た
回
想
記
と
先
生
方

の
直
筆
の
原
簿
は
、
蔵
書
印
の
年
代
推
定
に
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　
本
年
６
月
の
幼
稚
舎
で
の
連
合
同
窓
会
の
折
に
は
、
明
治
７
（
１
８

７
４
）
年
の
幼
稚
舎
誕
生
か
ら
昭
和
49
年
の
創
立
１
０
０
年
ま
で
を

対
象
に
し
た
展
示
会
﹁
蔵
書
印
で
た
ど
る
幼
稚
舎
の
歴
史
﹂
を
開
催

し
、
冊
子
の
作
成
や
蔵
書
印
と
本
の
お
披
露
目
も
実
現
し
ま
し
た
。

　
明
治
31
年
の
慶
應
義
塾
の
学
制
改
革
で
幼
稚
舎
は
６
年
制
の
小
学

校
に
な
り
ま
し
た
。
寄
宿
舎
内
に
も
通
称
﹁
図
書
館
﹂
が
あ
り
、
幼

稚
舎
生
は
雑
誌
﹃
少
年
﹄
な
ど

を
心
待
ち
に
し
て
読
ん
だ
そ
う

で
す
。
幼
稚
舎
で
は
大
正
８

（
１
９
１
９
）
年
頃
か
ら
児
童

読
み
物
を
収
集
す
る
気
運
が
高

ま
り
、
大
正
11
年
に
は
児
童
文

庫
室
が
完
成
し
ま
し
た
。
現
在

の
蔵
書
印
に
繋
が
る
﹁
慶
應
義

塾
幼
稚
舎
兒
童
文
庫
印
﹂、
卒

業
記
念
基
金
を
元
に
﹁
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
コ
ド
モ
圖
書
館
印
﹂
も
作

ら
れ
ま
し
た
。
有
島
武
郎
や
島
崎
藤
村
等
の
文
学
、
歴
史
読
み
物
、

伝
記
等
、
こ
の
時
期
の
本
の
充
実
ぶ
り
は
実
に
見
事
で
す
。

　
三
田
の
稲
荷
山
の
石
垣
に
腰
掛
け
、
楽
し
げ
に
本
を
読
む
子
ら
の

写
真
は
昭
和
８
年
頃
の
幼
稚
舎
生
を
写
し
た
も
の
で
す
。
少
し
手
垢

の
つ
い
た
本
か
ら
は
彼
ら
の
手
の
温
も
り
ま
で
も
が
伝
わ
っ
て
く
る

気
が
し
ま
す
。
蔵
書
印
を
通
じ
て
時
代
の
様
子
を
読
み
解
く
作
業
は

奥
深
い
も
の
で
す
。
今
後
も
一
連
の
調
査
に
努
め
、
い
つ
か
皆
様
に

実
物
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

昭和8年頃の幼稚舎生の写真と蔵書印の例（大正
期の「慶應義塾幼稚舎兒童文庫印」）


